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長引く平成不況の中、大企業の内製化、地域の産

業構造的問題、さらに、東南アジア工業国の技術水

準の向上等が、日本、特に、長崎の中小製造業の経

営環境をますます厳しくしている。また、ビジネス

のグローバル化により、今までの大企業を核とする

企業集積の空洞化現象が生産活動の国際的分業化を

進行させ、結果として、企業間競争をますます激化

させており、個々の企業のモノづくり技術が特に問

われる時代になっている。ものやサービスを提供す

るすべての産業には、「的確なサービス（商品）を、

的確な顧客に、的確なタイミングで、かつ、低コス

トで提供する」ことが求められている。この難しい

要求に応えるために、「デジタル・エンジニアリン

グ」と呼ばれる情報技術の活用による新しいモノづ

くりが生まれた。

モノづくりの情報化である「デジタル・エンジニ

アリング」の中核になるのは、製品をコンピュータ

内に表現するデジタルデータ（三次元モデル）であ

る。この三次元モデルは、設計、開発段階において、

ＣＡＤにより作成、修正された後、ＣＡＥ1やラピッ

ト・プロトタイピング2等により解析、試作が行われ

る。その結果が更に三次元モデルにフィードバック

されて、生産段階において、この三次元モデルをも

とにＣＡＭにより、例えば、金型を作成し実際の製

品が量産される。また、リバース・エンジニアリン

グ3として、従来製品の形状取り込みによる再利用や

金型等で成型された製品と三次元モデルとの評価が

行われる。

このように「デジタル・エンジニアリング」技術の

導入により、①三次元モデルによる設計段階での十

分な評価による開発期間の短縮とコスト削減及び、

②三次元モデル上で開発、設計、生産に関する情報

の一元的管理による生産活動全体の効率化等が実現

できる。

当センターにおいては，機械金属産業のモノづく

り技術の高度化を企てることを目的に，研究員のグ

ループ化による「モノづくり技術研究会」を平成１１

年度に立ち上げた。研究会においては地場企業の自

社製品開発型企業への移行を実現する一つの施策と

して、「デジタル・エンジニアリング」の中核技術で

ある「製品開発の試作・評価」の技術支援に取り組

んでいきたいと考えている。具体的には、形状評価

や機能試験で用いる試作品の精密造形を行うラピッ

ド・プロトタイピング装置、製品のコンピュータへ

の取り込みを行う三次元計測装置、そして、コンピ

ュータモデルの作成、修正、計測データの処理を行

うＣＡＤ関連ソフトウェアを、平成１２年度自転車

振興会補助により導入し、これらの設備を活用した

製造業務への適用、応用化に関する試験、研究を通

じて、本技術の普及を図る計画である。

新しいモノづくり技術である「デジタル・エンジ

ニアリング」の生産活動への導入は、今までの設計

や製造のやり方を根本から変えることになると思う。

だからこそ、これらの設備を新技術導入前の事前シ

ミュレーションとして活用していただきたい。実際

の業務での活用とそれから派生するであろう技術的

な諸問題に共同で取り組み、この新しい設計、生産

技術と企業保有の独自技術を融合化させることによ

り、長崎の製造業に新しい風を吹かせようではあり

ませんか。
1 Computer Aided Engineering、製品開発時に行うコンピュー　

タによる数値解析やシミュレーション
2 Rapid Prototyping、C A Dデータをもとにした試作品の高速　　

三次元成形
3 製品、クレイモデル等の三次元計測によるＣＡＤデータ化

モノづくりへの新しい風
「デジタル・エンジニアリング」

長崎県工業技術センター

小笠原耕太郎

「巻頭言」



科学技術週間の研究成果発表・講演会を終えて
科学技術に関し、広く一般国民の関心と理解を深め、もって我が国の科学技術の振興を図ることを目的に、

発明の日（４月１８日）を含む１週間は科学技術週間と定められています。工業技術センターでは、例年、科

学技術週間にあわせて所内の一般公開と各種の催しを行っています。第４１回を迎えた本年度は４月１９日

（水）に研究成果発表・講演会を開催し、また、４月２１日（金）には科学技術週間に連動した化学技術応用研

究会技術セミナーを開催しました。

研究成果発表・講演会では平成１１年度で終了した当センター研究員の研究４テーマを発表しました。また

県内企業との共同技術開発による特別講演は、２テーマについて企業の方に発表していただきました。

企業等から７２名の参加者があり、質疑も活発に交わされました。内容は次のとおりでした。

研究成果発表

・鋳型無し造形法の研究（機械技術科　太田泰平）

・新軽量化複合合金の強度評価技術の研究 （機械技術科　寺本勝四郎）

・難削材料の切削加工性改善技術に関する研究（工業材料科　 瀧内直祐）

・動物タンパク質の品質に及ぼす糖類の効果に関する食品学的基礎研究（ 食品・バイオ科 前田正道）

特別講演

・水産加工残滓を材料とする養殖用発酵飼料の開発（長崎漁港水産加工団地（協） 谷川昭夫）

・公的介護保険事業支援システムの開発（公的介護保険事業支援システムの開発（協） 小峯義尚）
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トピック

「生ゴミ堆肥化技術」セミナーの開催
４月２１日（金）に開催された化学技術応用研究会の生ゴミ

堆肥化技術セミナーは、県内外からの農業指導者、市町村生ゴ

ミ担当者、教育、ＰＴＡ関係者、スーパー、生ゴミ分解機製造

メーカー、一般企業関係者、生ゴミ問題を考えるグループや一

般市民など９９名の参加者がありました。

セミナーの途中では、各講師が持ち込んだ製品堆肥、コンポ

スターの使用事例、家庭菜園土などの説明があり、活発な質疑応答がなされました。受講者の多くは、できあ

がった堆肥のほとんどが臭わないことに驚いている様子でした。

生ゴミ堆肥化技術セミナーは、秋に行われる県の科学技術週間においても再度開催する予定です。

今回の内容は次のとおりでした。
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トピック

・生ゴミから堆肥を作るときの技術的ポイント

工業技術センター　久保克己

・ハウステンボスにおける生ゴミの堆肥化

長崎バイオパーク（株） 山口智士

・長崎市における学校の生ゴミの堆肥化

（株）ネックス　松本広紀

・大量の籾殻の山による焼酎粕の蒸発処理

福田酒造（株） 福田　詮

・籾殻を使った活性汚泥の堆肥化

長崎蒲鉾水産加工業（協） 田中辰明

・生ゴミを堆肥化するときに知っておくべき約束事

県廃棄物対策課　村上正文

九州地区溶接技術検定委員会創立５０周年記
念式典での表彰

（社）日本溶接協会の九州地区溶接技術検定委員会創立

５０周年記念式典が、平成１２年３月１７日に北九州市の

ステーションホテル小倉において開催され、記念式典では、

委員長挨拶、来賓祝辞、祝電披露のあと、表彰（本部表彰、

委員長表彰、感謝状）と九州溶接マイスター（登録）が行

われました。

委員長表彰は１７名の方が受賞しましたが、長崎県内か

らは当センターの平木邦弘機械技術科長が受賞しました。

平木科長は昭和５６年から現在まで２０年間にわたり、県
内及び九州各県においての溶接検定試験評価委員として、ＪＩＳ規格、ＪＰＩの溶接試験に従事してき

ました。溶接技量試験協力団体として、長崎県内からは長崎、佐世保両高等技術専門校、長崎、佐世保

両職業能力開発センター及び三菱重工業（株）長崎造船所に対し感謝状が贈られました。

九州地区溶接技術検定委員会は、我が国のモノづくりの基盤技術を育成発展させる役割を果たしてき

たこと、また、平成１０年には新しいＪＡＢ体制の認証機関として再出発できたことは意義深いといえ

ます。

長崎県内の溶接検定試験の受験者数、合格者数等は、次のとおりです。

年度
平成２年

３年
４年
５年
６年
７年
８年
９年

１０年
１１年

受験者数
１２８４人
１５６８ 人
１５６８人
１５３３人
１７０４人
１７３３人
１７００人
１７２３人
２０３４人
１８２７人

合格者数
９３４人

１２２７人
１６０９人
１１３３人
１２４８人
１２７６人
１２８２人
１３９０人
１６５２人
１４３８人　

合格率
７２．７％
７８．３％
７６．６％
７３．９％
７３．２％
７３．６％
７５．４％
８０．７％
８１．２％
７８．７％
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近年の食品開発において、その素材の持つ機能特

性を生かした機能性食品作りが重要視されています。

これまでに当研究会では、産学官共同での研究を

中心に運営してきました。水産物からは、サバから

の血圧降下物質の探索（長崎大学水産学部）、ジャム

シからの血圧調節酵素の精製（長大水産学部）、海藻

からのアルギン酸の抽出とその利用（長大水産学部、

長工醤油味噌（協））また、農産物では、規格外人参

を利用したソーセージ「ばってんキャロセージ」の

商品開発（長木ハム、諌早農業高校）を行ってきま

した。今後も長崎の特産品（生物資源）を利用した

様々な生理活性機能の解明やその商品化への開発研

究を行っていく予定です。

幹事　河村　俊哉

研　究　会　報　告

機能性食品技術研究会

知識エンジニアリング研究会

生物資源を利用した機能性食品の研究開発

成 果

・サバからの血圧降下物質の抽出、精製

・ジャムシからの血圧調節酵素の抽出、精製

・昆布粕からの食物繊維（アルギン酸）の抽出、精製

・アルギン酸を用いた味噌のチロシン析出防止

・規格外人参の有効利用（ばってんキャロセージの商品化）

これからの食品開発

水産物　　　　　　　　

農産物

廃棄物　

食品

健康の維持増進

生理活性機能

　ＵＰ ! !

整腸作用

血圧調節作用 　　　

血中ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ
調節作用

抗ガン作用　　

知識工学等を導入したマルチメディア

システムの開発を行うために、種々のソ

フト及びハードの開発ツールを知ること

から始めるのが本研究会の特徴です。職

域や職制に関係なく同好会的な雰囲気の

中からの提案が、その後のシステム開発

に繋がり、製品化がなされたエキスパー

トシステム「溶接の達人」この１０月に

製 品 化 予 定 の 技 術 教 育 ソ フ ト 「 Ｗ Ｅ Ｌ

Ｄ－ＮＡＶＩ」はその事例です。

幹事　山内　芳久
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「Color Prediction of Photochromic Spirooxazines using prapagator approach」
伝播演算子法は、物質の外界刺激に対する応答を理論的に算出する手法の一つであり、本研究では、この手法
を化学物質の光応答（吸収スペクトル）の予測に応用した。計算の適用対象としてフォトクロミック化合物の
一種であるスピロオキサジンを選び、良好な予測結果を得ることができた。

第３回物質研ＣＯＥ国際シンポジウム　３月１５日

兵頭竜二
「大村湾の海底構造改変が海水交換率に与える影響のシミュレーション評価」

大村湾の現状の海水交換率についての推定実験を行い、この値を０．２～０．４％と推定した。次に、大村湾
湾口付近の浅瀬や深い所を平坦化する軽微な土木工事を想定し、海水交換率がどのように変化するかを実験し、
現状よりも交換率が向上することを確認した。

土木学会水工学論文集V o l . 4 4 ( 2 0 0 0年) 土木学会第４４回水理講演会　３月１５～１７日

馬場恒明
「プラズマソースイオン注入法により立体物へ作製したＤＬＣ膜の基板形状依存性」

プラズマソースイオン注入法は立体物、大面積表面改質を可能にする方法として注目されているが、形状によ
っては限界がある。本研究では、種々形状を持った基材の表層改質とその限界について明らかにした。

「プラズマソースイオン注入法によるＮ及びＳｉを添加したＤＬＣ膜作製と特性」
ＤＬＣ膜への機能性付与を目的として窒素及びケイ素を化学結合により含むＤＬＣ膜をプラズマソースイオン
注入法により作製し、その特性を明らかにした。

表面技術協会第１０１回講演大会　３月２１日

大脇博樹
「フラーレン／カチオン性脂質膜修飾電極系の電子移動挙動」

フラーレン／カチオン性脂質膜の水溶液中における電気化学応答を各種支持電解質水溶液中で測定した。その
結果、フラーレンアニオンラジカルは膜中のカチオン性脂質とイオンコンプレックスを形成していることが推
測された。

日本化学会第７８春季年会　３月２８日

永田良人
「マルチカメラ方式高速動画像処理システムによる火災検知のための煙認識アルゴリズムについて」
広大な施設の火災を効率よく検出する自動監視支援システムとして、我々が提案している「マルチカメラ方式
高速動画像処理システム」の回路構成及び煙検出のアルゴリズムについて報告した。

電子情報通信学会全国大会　３月２９日

坂口勝實
「脱水に伴うコイ筋原繊維タンパク質（Ｍｆ）の変性と水の状態に及ぼす糖類濃度の影響」

４種の糖類（キシロース、グルコース、スクロース、ラフィノース）を選び、Ｍｆの変性と水の状態に及ぼす
添加濃度の影響を検討した。その結果、糖添加によるＭｆ中の水の状態変化がＭｆの脱水変性抑制に深く関与
していることが明らかとなった。

日本食品科学工学会第４７回大会　３月３０日
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工業技術センター便り

外部発表（３～４月）



久保克己
「生ゴミから堆肥を作るときの技術的ポイント」
有機物の微生物分解に必要な条件である１．水分の調整　２．炭素分と窒素分の比率　３．材料の細断と混合
について説明した。生ゴミは水分が非常に多いため、その水分の除去方法が技術的ポイントとなる。

化学技術応用研究会技術セミナー　４月２１日
兵頭竜二

「位置を考慮した分類処理による大村湾口部の潮汐プリュームの可視化」
海域の水塊分類に用いることを前提とした分類手法を開発し，実際にこの手法を，衛星データに含まれる大村
湾と佐世保湾の海水分類に適用した．この結果，両湾の間の海水移動を高精細に可視化した．

長崎大学学長裁量経費「顕在化する長崎県の地圏・水圏・気圏環境問題に関するマルチステージ的研究」

小笠原耕太郎
「基本立体を外包する自由曲面形状の自動生成手法」

意匠設計におけるコンピュータを用いた自由曲面構築手法として、三次元空間に配置された製品の内部部品に
相当する単純な多面体群（基本立体）から、それらを覆う外形形状となる初期自由曲面形状を自動生成する手
法を提案し、その有効性を示した。

情報処理学会論文誌Vol.41,No.4,P.1096-1103 H12年4月号

馬場恒明
「Influence of Pulse Conditions on the Properties of DLC Films Prepared by Plasma  Source Ion Implantation」

硬質炭素膜であるダイヤモンドライクカーボン（ＤＬＣ）をＰＳＩＩ法により作製する時の成膜条件と膜質の
関係について明らかにした。

New Diamond and Frontier Carbon Technology Vol.9 No.6 P.417(2000年) 

講師派遣（３～４月）
森田英毅 「亀裂面の断熱性が熱応力拡大係数に及ぼす影響」

三星ダイヤモンド工業㈱ ２月２９日～３月１日
平木邦弘 「溶接技術の最近の動向について」

長崎県造船協同組合 ３月６～７日
田口喜祥 「ＣＣＤカメラを使用した微小生物の運動量計測について」

㈱微研テクノス ３月３０日
前田正道 「漬物工場における野菜の洗浄殺菌システムについて」

㈱尾崎商店 ４月５日
久保克己 「産業廃棄物（茶粕、コーヒー粕）を使った堆肥の製造について」

㈲野口 ４月６日
前田正道 「油脂過剰いわしの有効利用法について」

「煮干し不良品の有効利用について」
小佐々町 ４月２６日

前田正道 「ノンオイル麺の製造方法について」「ガチ麺の発生原因とその対策」
有家町 ４月２７日

斎藤宗久 「水産加工残滓の醗酵における種麹菌の製造と本醗酵にかかる技術指導について」
長崎漁港水産加工団地協同組合 ４月２８日

重光保博 「有機光材料設計への新しい理論的アプローチ：プロパゲーター法に基づく励起状態の電子
状態計算」
九州大学機能物質科学研究所 ４月２８～２９日
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４月１７～２３日 科学技術週間
１９日 研究成果発表会・特別講演会
２１日 化学技術応用研究会技術セミナー（生ゴミ堆肥化技術）

５月　　　１２日 九州地区溶接技術検定委員会（北九州市）
２５日 （社）溶接協会長崎県支部総会
２５日 海洋集積技術研究会

２５～２６日 船型シミュレーションセミナー
２６日 発明協会総会
２９日 工業高校発明振興会(島原工業高校）

３月　　　　８日 日刊工業 立体物理モデルで性能評価など研究

４～５月行事

報道事例（３月～４月）

技術相談及び依頼試験

技術相談Ｑ＆A

技術相談 ３月１０７件 ４月　９８件　　 依頼試験 ３月　２４９件 ４月　２０１件　　

塗膜の厚さの測定法にどのよ
うな方法がありますか。

食品廃棄物等の処理で高温好
気法による有機物を完全消滅化
させる、生物燃焼技術の基本的
手法について教示して欲しい。

下地が鉄のような磁性材料か非磁性材料かによって方法が違います。下地
が磁性材料の場合は簡易な膜厚計が使えます。断面が見れる試料を作製でき
れば、断面を顕微鏡で直接観察することにより膜厚を見積ることができます。

AQ

最初に、有機物のB O D濃度とその処理量からB O D負荷量を把握するとと
もに、処理日数と菌床容積からB O D負荷（X = B O DK g/ m3・d）を求めます。次
に、種々のB O D負荷と通気量との関係で、最も良く分解する生物発熱温度
の高いときを最適条件とします。この時、発熱上昇の可否指標として、水分
と有機物の蒸発潜熱比（C / W比）を求め、C / W = 2 . 5以上になるように他の有
機物添加（例えば、植物廃油）を考慮する必要があります。
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長崎県商工労働部新事業振興課

お知らせ

長崎大学と（財）長崎県産業技術振興財団内に

産学官連携支援室が誕生しました！

長崎大学と（財）長崎県産業技術振興財団は、産学官連携による研究開発等を

推進するため、職員の相互交流を図ることとし、このたび、双方に、産学官連

携支援室を設置しました。

このうち、長崎大学（長崎市文教町）内に設置した長崎大学産学官連携支援室

には、（財）長崎県産業技術振興財団の２名の職員が常駐し、同大学地域共同研

究センターや他の研究機関等と連携して、企業の皆様と大学等の研究者との橋

渡し、共同研究の企画やコーディネート、新事業おこし、人材育成のお手伝い

等を行います。

また、（財）長崎県産業技術振興財団内の産学官連携支援室には、研究機器を

設置し各種研究開発に対応できるようになっております。

大学との共同研究や委託研究をしたい方、技術相談がある方等、お気軽にお越

し下さい。

（案内図）

長崎大学産学官連携支援室

〒852-8521 長崎市文教町1-14           

長崎大学地域共同研究センター内　　　

代表　TEL 095-847-1111                

地域共同研究センター

内線 2951  直通 0 9 5 - 8 4 3 - 7 9 6 3

支援室

内線 2955  直通 095-846-4834 

FAX 095-842-0409           

（財）長崎県産業技術振興財団

産学官連携支援室

〒856-0026  大村市池田2丁目1303-8     

TEL 0957-52-1138                      

FAX 0957-52-1140                      


